










Me s s age  f r om  Gr adua t e s

Harvard University
（ハーバード大学）
生物学専攻

藤村 芽生さん
2023年 IBコース卒業

立命館大学
情報理工学部

谷口 治貴さん
2023年 IGコース卒業

　地球温暖化が昆虫の生態に与える影響をテーマとして、IBの集大成となる
EE（研究論文）を昆虫学者の協力を得て書きあげたことは、私の進路を決定づ
ける特別な経験となりました。先生方も実験計画や論文執筆など、さまざまな
面で研究活動を応援してくださいました。
　中学ではIPSコース（現IPコース）で学びながら、日本舞踊や茶道などの日本
文化に触れ、合唱コンクールや演劇などの行事を経験することができました。
高校では忙しいIB生のスケジュールに理解があり、吹奏楽部を中高６年間続
け、大切な仲間を得ることもできました。現在大学でも多くの仲間たちと吹奏
楽を楽しんでいます。昆虫も、音楽も、私の好きなことを思い切りさせてくれた
立命館宇治の環境は、私の人生にとてもポジティブな影響を与えています。

自分の「好き」をとことん追求できた立命館宇治は
私の人生にポジティブな影響を与えてくれました。

　私は、立命館宇治高校の3年間で、さまざまな課外活動に参加させてい

ただきました。特に、日本・中国・韓国の３か国の中高生が交流するキャン

プや、中国語スピーチコンテストの世界大会、カナダでの短期留学などの

国際活動を通して、視野を広げることができました。また、授業の中では

正解のない問題について考える力や、自分の考えをわかりやすく伝える表

現力を伸ばすことができました。現在は、中高一貫校で英語科教員をしな

がら、大学院で英語学習法の研究をしています。高校３年間で培った海外

経験や論理的思考力が現在のキャリアや研究活動に活かされています。

中高一貫校で英語を教えながら、
大学院で英語学習法を研究中です。

　私は立命館大学情報理工学部に所属しており、サイバーセキュ

リティに関する団体の団体長をしています。中学のWOWプログ

ラムがきっかけでITに興味を持ち、この分野に進みました。高校

時代は生徒会長として「開拓」をスローガンに掲げ、興風祭での

新企画立ち上げや生徒会TVの創設、難民を支援する活動を行い

ました。同じ志を持つ仲間と出会い、挑戦を応援して下さる先生

と出会い、企画と本気で向き合い実現させる過程を通して、夢を

カタチにする達成感を味わいました。立命館宇治は、私にとって

可能性を「開拓」してくれた場所だと感じています。

WOWプログラムでITに興味を持ち、
現在はサイバーセキュリティ団体の代表！

　高校時代で一番印象に残っているのは、社会課題の解決に取り

組むNPOや学生ボランティア団体関係者を招いて話を聞くという

社会科の授業です。そこで知った「日本の難民問題」は、私の生涯の

テーマになりました。初めて「もっと知りたい」という思いが芽生え

た私は、国内外の大学院進学を経て、現在はドキュメンタリー映像

専門の制作会社で働いています。いつか日本の難民問題を取り上げ

たドキュメンタリー映画を作りたいと考えています。自分に大きな

夢を与えてくれた授業と先生に心から感謝しています。

生涯のテーマと出会えた社会の授業。
大きな夢を与えてくれた先生に感謝！

　2000年のImmersion Program(現：高校IMコース）1期生だった私は、NZ

への留学も含めて英語漬けの青春時代でした。「英語は道具だ」と話す当時の

副担任だったアメリカ人の先生の言葉は、今も私のなかで強く残り続けていま

す。正しい英語を話す能力以上に、「英語を通して何を伝えたいのか」という意

思と目的を持つことが大事だと学びました。現在、デジタルの力で障害者のリハ

ビリを楽しくするグローバル企業で働いており、世界の仲間達と英語を通して

「障害者の社会参画」に取り組んでいます。自分自身がめざす描きたい未来に向

かって走り続ける原動力に、高校時代の学びが活きていると強く実感します。

意思と目的を大切にする学びの体験が
「描きたい未来」に向かう原動力。

立命館宇治で過ごした日々を糧とし、社会や進学先でグローバルに活躍する卒業生に語っていただきました。

立命館宇治で学ぶ皆さんが将来、夢を実現させるための参考にぜひご覧ください。

京都大学大学院
人間・環境学研究科博士後期課程　
言語科学講座

織田 佳那さん

2015年 普通コース（現IGコース）卒業

　私は高校に入学してすぐに生徒会に参加し、3年生では生徒会長を務めま

した。多くのコースや自由な校風、それから自分の性格ゆえに型破りな提案と

活動をしていたと思います。しかし、学校にはどれも常に前向きに「なぜそう

考えたのか」、「どうすれば実現するか」、と一緒に考え、私の自由な挑戦を応援

して頂き真剣に取り合ってもらいました。初めは人前に立つのも緊張して声も

裏返り、震えていたものですが、活動していく中での成功体験が重なり、堂々

と話せるようにもなりました。そういった経験が今の私の挑戦心を育て、自分

自身を信じて行動する力をつけることに大いに寄与していると思います。

型破りな活動を支える自由な校風。
成功体験の連続が揺るぎない自信に！

株式会社サイバーエージェント　
Cyber AI Productions 
スタジオエンジニア

海木 一佳さん
2015年 普通コース（現IGコース）卒業

株式会社 デジリハ
国際展開室 室長

高木 萌子さん

2003年 APU-IPコース
（現IMコース）卒業

　カナダでの留学経験や課題解決型の研修旅行、仲間と共に創り上げた国際会

議などが、印象に残っています。自分がしたいことを後押ししてくれる環境があ

り、どんな新しいことにも挑戦することができました。自分の可能性を広げ、新た

なことに挑戦することの大切さを学びました。そのような経験を背景に、私はよ

り幅広い知識と新しい視野を得たいという思いから、立命館大学グローバル教

養学部に進学しました。そして今、オーストラリア国立大学でアジア太平洋学を学

んでいます。立命館宇治で培った英語力やコミュニケーション能力、そして挑戦

する意欲が、私の留学生活をより充実したものにしてくれています。

可能性を広げ、新しいことに挑戦！
学びや体験の全てが今に活きています。

立命館大学　
グローバル教養学部　
グローバル教養学科

日詰 琴梨さん

2022年 IMコース卒業

メディア・メトル（株）
ディレクター

岩元 晴香さん

2014年 
普通コース（現IGコース）卒業

卒業生からの
メッセージ

　私はIBコースに進学し、日中は英語の環境で授業を受け、放課後は

吹奏楽部の仲間と練習に励む日々を送っていました。そんな生活の

中、海外特有の価値観や文化、日本特有の価値観や文化に触れ合う機

会がたくさんありました。そして両方の文化を尊重し、世界中の人々と

強調する力が身についたと考えています。

　現在は鉱山車両用タイヤが使用される豪州の現場から、タイヤの性

能課題を見つけ出し、日本の本部と協力しながら価値を創出・向上す

る仕事をしています。さまざまな人々との協調が必要不可欠であり、高

校で培った力が大きく役立っています。

さまざまな国の価値観や文化を尊重し、
協調する力がグローバルビジネスに活きています。

ブリヂストン・マイニング・
ソリューションズ・オーストラリア　
Pty Ltd　技術サービス　
シニア・スペシャリスト

足立 英之さん
2015年 IBコース卒業
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IC course

Sub jec t  Gu idanc e

　人工知能や翻訳の機能が精度を上げて、日本語を打ち込めば英語に簡

単に変換してくれるこの時代になぜわざわざ英語を学ぶのか、生徒たち

が一度は疑問に思うことです。しかし変換された言葉には自分の思いが

込められていません。1つのことを表現するにも表現の仕方はさまざまで

す。自分たちが学んできたことから、自分で言葉を紡いで、それが伝わっ

たときの嬉しさを味わってこそ、初めて語学の楽しさを感じることがで

きるのではないでしょうか。立命館宇治中学校では3年生の夏休みに２週

間、オーストラリアへ研修旅行に行きます。そこで「伝わった！」の喜びを

たくさん味わうために、日々の授業では自分の気持ちや考えを自分の言

葉で表現する時間を大切にしています。

自分の言葉で表現してみよう！

英語
谷 英樹 先生

　授業で、生徒がつぶやいた言葉です。私たちが大事にしているのは、語
彙力や読解力を身につけることだけではありません。それと同じくらい、言
葉を通して自分の考えを発信したり、他の人の考えを受け入れたりするこ
とを大切にしています。自分の考えを持ち、相手に正確に伝え、相手から新
しい考え方を受け取る。これが、コミュニケーションの力です。自分とちが
う考えを知り、得る気づきこそが、新しい視野を育みます。授業では文学作
品や古典作品を扱い、言葉やストーリーが持つ力を感じながら、新しい世
界や、知らなかった時代にどんどん飛び込み、内面を豊かにします。小論文
やスピーチ、プレゼンテーションの授業では、日本や世界のさまざまな社
会問題に目を向けて、論理的に思考し、意見を正確に表現するための力を
育てます。常に問うのは、「あなた自身の意見は何？」そして「他の人の考え
を聞いて、どのように考えが広がった？」ということ。コミュニケーションの
力をしっかりとつけながら、自分の可能性や世界を広げましょう。

答えは一つじゃないから難しい。
けど、この考えも面白い！

国語
中村 華 先生

　｢理科は深く考えれば考えるほど難しい質問が出てきたのでとても面白
かったです。」これは1年間を終えて生徒たちが書いた振り返りの言葉で
す。人は新しい出会いを通して、これまでの価値観が大きく変わります。立
命館宇治中学校で理科を学んだ1年生の90％以上の生徒が1年間を通し
て理科が好きになった、嫌いではなくなったと答えています。「実験は間違
うこともあって嫌だと思っていました。けれど、間違うことは悪くないとわ
かったので実験がもっと好きになりました。」「教科書が魔法の書だという
ことがわかった。」「目には見えないけど力がはたらいていることに驚きま
した。私のお気に入りは目に見えない力を観ることです。」多くの偉人が人
生をかけて探究したことがまとめられている教科書を読み解き、偉人たち
が行ってきた実験や観察を経験することで、これまでとは違うものの見
方、考え方を得ることができ、日常生活が一変します。みなさんも先輩たち
のようにそんな体験を立命館宇治中学校でしてみませんか？

ただの暗記科目でないことがわかりました！

理科
福島 賢 先生

　何のために数学を勉強するのでしょうか。素早く計算できるようにな

るためでしょうか。図形の面積や体積を求められるようになるためで

しょうか。難しい入試問題を解けるようになるためでしょうか。もちろ

んこれらの技能を身につけることは、数学を学ぶ理由の1つです。しか

し、それだけではあまり将来の役に立ちません。公式を学ぶ際は、公式を

丸覚えするのではなく、なぜそのような公式で計算できるのか体験的に

学ぶことで、新たな計算も自らの手で解決できる力を身につけます。ま

た、数学の問題を解くときには、解決したい課題は何なのか明らかにし、

解決するために何をすればよいのか、筋道を立てて考える力を身につけ

ます。数学を学び、数学を活かせるようになりましょう。

何のために数学を勉強するのですか？

数学
瀬野 智也 先生

　私たちが「未来を信じ、未来に生きる」ためには、過去を学び、地球規模

で世界を学ぶ多角的な視点が必要です。立命館宇治中学校の社会科では

ICTを活用して、科目や分野を超え、時間や空間を超えた幅広い知識と思

考で、物事の本質を見抜く力を養っていきます。地理では地理情報シス

テムや茶摘みの体験などを通して宇治地域の特徴を考え、歴史的背景に

は何があるのか、身近な地域と世界がどうつながるのかを考察します。

生じた疑問は大切にして、主体的に学ぶ力を身につけます。また、発表や

議論の機会を多く設け、意見の違いを尊重しつつ、そこから見える「気づ

き」も大切にします。みなさんの行動が未来の世界を築いていきます。豊

かな知識は、大切なあなた自身を、家族を、地域を、世界を守ります。さ

あ、知識を携えて、世界に、そして未来に羽ばたこう！

時空を超えて世界を知ろう！

社会
大井 喜代 先生

　立命館宇治中学校では、みなさんが健康で楽しく毎日を過ごせるよ

う、保健と体育の授業に力を入れています。保健分野では、みなさんを

取り巻く環境の中で、自分の目標を持ち、生きがいや満足感といった生

活の質（Quality of Life）を大切にした生活が送れるように学んでい

きます。また体育分野では、運動することで自分の心身のことを知った

り、さまざまなスポーツを通して心を動かされたり、人と人とがつなが

る尊さを知ることができます。運動は、強くて健康な体をつくるだけで

なく、心を豊かにし、生活の質を向上させてくれます。保健と体育を通し

て、心も体も元気になる知識と技術を身につけましょう。

みんなの理想の生活ってどんなものですか？

保健体育
木下 裕介 先生

　音を聴いてリズムを口ずさんで再現したり、楽譜を見てリズムを読

み取ったりするなど、どうなってるの？どうやればできるの？と疑問

を理解することから学びが始まります。私たちの生活の中には音があ

ふれています。作曲家によって作られた曲、生活の中で生まれる音を

私たちは音を聴いて記憶し、何を表現しているのか、何を感じるのか、

耳をすませ、心を動かしていきます。音楽は個人の技量を高めること

もあれば、集団だからこそ楽しめる音楽もあります。立命館宇治中学

校では11月に「合唱コンクール」が開催されます。音楽づくりの源でも

ある自分の声を使って、一緒に音を奏でる喜びや響きの美しさを体感

して、演奏していきます。さらに、言葉を理解し、想像して、表現力を高

めていきます。美しい音を求めて、一緒に学んでいきましょう。

これって、どんなリズムですか？

音楽
福原 教恵 先生

　立命館宇治中学校の美術は、「美に関する古今東西の知識・技術」の学

びです。彫刻・絵画・庭園・建築はもちろんのこと、日常の食事にもさま

ざまな「美」があふれており、それらを学ぶことで不思議と、それらの

美を造り出した人々の考え方に触れられます。この考え方がとにかく

面白いし、意外な視点にも気づかされます。そして、さまざまな制作に

取り組む事で、表現力が身につきます。課題は年によって変化します

が、人体クロッキー、写生、針金で生き物を作ったり、物語の登場人物

を描いたりもします。また、日本のお弁当文化からも美を学び、自分で

デザインしたお弁当を粘土等で作ることもします。制作材料も水彩、

油彩、粘土、模型材料、針金、紙、藍、絹、墨と多種多様な材料を、課題に

合わせて使用します。いっしょに「美」について学びましょう。

「美」とは何ですか？

美術
熊本 恭子 先生

技術家庭
川口 志穂 先生

当たり前の中に新発見がある！

　技術・家庭では未来の生活者を育てることを目標にしています。「答

えは一つではない」からこそ面白い教科です。生活のあり方は、社会や

生活意識の変化に影響を受けます。授業では、生活の営みに関わる知

識・技能を身につけることだけではなく、生活の中の当たり前を揺さぶることを大切にしています。立命館宇治中学校には多様なバックグラ

ウンドを持つ生徒や教員がいます。このことを強みに、未来の生活をより良くする基礎を、対話や学びを通してつくっていきましょう。
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日、発見した魅力について外国人観光客向けにポスターを作ったり、

プレゼンをしたりします。この日の最後は、太陽が丘でスカベン

ジャーレースの生徒と合流し、大縄跳びなど自分たちで考えた企画

を楽しみます。

　10月に実施している、スカベンジャーレースと宇治ウォークラ

リーは同日開催です。スカベンジャーレースに参加するのはIPコース

の１，３年生と高校IBコースの2年生です。スカベンジャーレースは、

学校に隣接した太陽が丘で行われるオリエンテーリングです。IPと

IBの生徒が交流するので、先輩からいろいろな高校生活の話を聞き

ながら、楽しむことができる縦のつながりを重視したイベントです。

　宇治ウォークラリーはIPコース２年生のイベントです。地元である

宇治の魅力を発見するために、各グループで計画してコースを決めて

散策します。平等院、抹茶、組み紐、鵜飼、宇治川、宇治上神社など、改

めて宇治の魅力に感心したり、意外な発見をしたりすることも…。後

IPcourse

IP course

中学コース

「JAPANマインド × IBの礎」を
学ぶ
　本校では2021年度にIPコースを新設しました。IPコースとは高校IBコースに

直結するコースで、高度な英語力を備えた生徒が高い学習意欲を持ってさまざ

まな学習をします。数学・理科・社会・英語のIP科目は高校IBコースを担当してい

るネイティブ教員が英語で指導します。３年間の学びにより、高校IBコース進

学後にスムーズなステージ移行が可能となることが最大の魅力です。また、行

事（体育大会・文化祭・合唱コンクール）や総合学習※、学年の活動においては、

IP・ICコースがいっしょに取り組むため、多くの仲間と団結し、日本の文化を学

びながらIB進学の素地をつくっていくことができます。

　また、同じキャンパスに中学IPコースと高校IBコースの縦のつながりがある

ことにより、安心した環境で学びを継続することができます。IPコースは、日本

人担任とネイティブ担任（IB教員）のデュアル担任制となっており、より細やか

に学習面・生活面をサポートします。

高度な英語力を鍛え、
IBコースをめざす

S t u d e n t ’s  Vo ic e 光華小学校出身
建口 結美さん

琵琶湖トリップ BIWAKO Trip

SCAVENGER RACE & 宇治ウォークラリー Uji Walk Rally

　IPコースでは、数学、理科、英語、社会を英語で学びます。海外経験のない私にとっては、毎日が新
鮮な体験で不安なこともありましたが、友達や先生のおかげで楽しい毎日を送っています。
　私は将来海外の大学に進学して、ビジネスを学びたいと思っています。社会の先生はよく世界の
政治やグローバルな話をしてくださるので、将来へのモチベーションが高くなります。
　自主活動にも積極的に支援をしてくれる学校なので、私は現在学校からいただいた支援金でコ
ンポストに挑戦しています。これからも、いろいろなことに挑戦し、将来につなげていきたいです。

※総合学習（１年：太鼓・日本舞踊、茶道、陶芸、書道　２年：木工　３年：演劇）

※国語の授業は習熟度に応じてJSL（Japanese as a second language）の受講が可能です。

　IPコースでは、高い意欲で自ら学び、挑戦することを楽しむ生徒を歓
迎します。しかしながら、学力や英語力の高い生徒を育成することだけ
がIPコースの目標ではありません。国際的に活躍する素地を身につけ
ながら、一人ひとりの心に日本の文化が根づくことを大事にしていま
す。学校の立地を活かして行われる日本の文化や伝統を学ぶ活動を通
して、また、日本の学校ならではの行事を通して日本の慣習を経験し、
尊重する心を育みます。IBコースで学ぶ土台を身につけるだけでなく、
日本の心を持ち、多様なものに心を開く生徒の育成をめざしています。

京都で育む IB Learner

　BIWAKO TR IPはIP３学年全員が楽しむ企画

です。毎年１学期の期末試験後に琵琶湖に行きま

す。企画は主にIPC委員（IPコース独自の自主活動

グループ）が中心となって進めます。カヤック体験

ではクラスの中でペアを決めたり、バーベキューで

は３学年をシャッフルしてグループを作ったりする

ことで、クラスの親睦が深まり、またIPコース３学

年の縦のつながりも強くなりま

す。普段はアカデミックな取り組

みに奮闘している彼らが、自然の

中で、全力で楽しむ姿がとても印

象的なイベントです。オンとオフ

をしっかりと切り替えて生活して

いる生徒たちの様子を教員も微

笑ましく見守っています。

01POINT

02POINT

IPコース全生徒の一体感を生み出す！

高校IBコースの先輩との交流イベント！
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AUSTRALIA

CANADA

IM course

海外留学レポート

留学に行こうと思ったきっかけはなんですか？

僕が小学５年生の時、僕の兄が立命館宇治高等学校に通っており、兄の友達がIMコースで留学をして人生が

変わったという話を聞き留学に興味を持ち始めました。その後僕も立命館宇治中学校に入学をして、校内で

頻繁に行われる英語圏の方と交流するイベントなどを通して日本との文化や考え方の違いがあることに気づ

き、その違いを異国の地で体験しどちらが自分に合っているかを知りたいと思い留学しようと決めました。

高校2年
泉本 孔希さん

Auckland

Brisbane

オーストラリア

IMコースでは、留学前にIM総合という

授業があります。そこでは、留学に関す

る事前学習のみならず、日本文化を見

つめ直す時間があります。例えば、座禅

や茶道などの自国の文化を体験するこ

とで、日本文化の素晴らしさを再認識

できました。

留学前の立命館宇治での
学びはどうでしたか？

後輩たちへ留学の魅力を
教えてください。

留学生活では楽しいことばかりではな

く、辛いこともあります。それでも毎日

勇気を出して、目の前の出来事に挑戦

をして飛び込んでいけば、全てのこと

が良い方向に進んでいくと思います。

留学を通して、挑戦する大切さを学び

ました。

NEW ZEALAND
留学に行こうと思ったきっかけはなんですか？
留学先で実用的な英語に触れ、英語を話せるようになりたかったからです。また、まだ

経験したことのない異文化に触れてみたいという気持ちも強くありました。多民族国

家と呼ばれるニュージーランドで、マオリなどの文化を体感したいと思っていました。

ニュージーランド

今後の抱負を
聞かせてください。

自分の大きな夢や、そのため

の小さな目標に向かい1日1

日に感謝し、全力で楽しみ、

学び、異文化に触れ、自分の

今後の未来につながる貴重

な経験をしていきたいです。

留学を経て成長したと
思うことは何ですか？英語力の向上を

どのように実感しましたか？
現地の生活（授業、課外活動、ホストとの交流等）で
楽しかったことや感じたことは何ですか？ 自分との向き合い方が変化したと思い

ます。日本では、勉強や部活動などで忙

しく、日常生活の中で「他人との競争」

という場面が多くありました。留学が始

まり、時間に追われることが少なく、自

分と向き合う時間が増えました。自分と

向き合うことで、自分の新しい側面を

発見することができました。

高校2年
林 幸星さん

高校2年
末松 ななみさん

留学に行こうと思ったきっかけはなんですか？

小さい頃から英語のミュージカル劇団に入っていたので、たくさん英語の曲

を聴いていた影響で英語に興味があったからです。また、将来世界で活躍で

きる俳優になることが夢なのでそれの第一歩として、留学して英語を上達さ

せたかったのはもちろん、視野を広げたかったからです。

現地に到着した時には、自分の英語に自信が

なく、友達と話すことも怖かったです。しか

し、数ヶ月経過した頃から、友達との会話がス

ムーズになってきた実感がありました。最近

では、友達やホストマザーから、「話しをする

時に頭で文を考えることなく、思ったことを

そのまま英文にして言うことができるように

なったね。」と言われ、嬉しく思いました。

学校のミュージカルのオーディションに

合格し、本番の舞台に立てたことが何よ

りうれしかったです！他にも、ダンスチー

ムの一員として、大会で演技をしました。

学校の授業の中に舞台芸術があり、ダン

ス、歌、演技について指導を受けることが

できます。このような多くの挑戦をする機

会に感謝です。

Toronto

10%10%

Food

Festival

Music

Fashion

Flag
Dance

90%90%
RuleRule
ルール

ValuesValues
価値Concept of fairnessConcept of fairness

公平性

Approaches to Problem SolvingApproaches to Problem Solving
問題解決の手法

Gender roleGender role
性別の役割

Importance of timeImportance of time
時間の価値観

Leadership styleLeadership style
リーダー

カナダ

CULTURE ICEBERG

カルチャーアイスバーグ
カルチャーアイスバーグとは、「文化の氷山」の意味です。本校

の留学プログラムは、表面的に見える一部の文化だけでなく、

むしろ見えない部分を理解するためにあります。英語力を向上

させ、実際に英語を使って多くの人とコミュニケーションを取

ることで、その見えない部分が徐々に分かってきます。IMコー

スでは、留学経験を最大限に生かすために、留学の事前事後

の準備と指導を大切にしています。異文化を理解し、その架け

橋となる真の国際人の育成をめざしています。
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IB course

IB course

高校コース

高校レベルを超越した世界基準の
探究学力で海外名門大学への進学を実現

世界水準の探究学習で、
海外名門大学へ進学。
　世界中の大学への出願入学資格を得られる国際バカロレ

ア・ディプロマプログラム（IBDP）に基づいて、1年生から国

語以外の全教科を英語で学習。日本の高校レベルをはるか

に超えた世界水準の探究学習によって、海外大学での学問研

究にも耐えうる英語力、知力、探究心を育てます。

　IBコースでは独自にさまざまなプログラムを用

意しています。父島海洋研修旅行は約1週間のプロ

グラムです。日本で最も遠い島のひとつである父島

を訪れ、ウミガメの保護を支援するボランティア活

動に参加します。絶海の美しさを体験しながら、海

洋研修ができるこの貴重な機会は、多くの人が得

られることではありません。

　しまなみ海道サイクリングは、瀬戸内海に浮かぶ

島々の美しさを満喫できる3日間にわたるサイクリ

ングの旅です。参加する生徒たちは約100kmの道

のりを走破します。道中で、神社巡りをしたり、塩

キャラメル作りを体験したりするユニークなイベン

トです。

IBコースでは、びわ湖や宇治市内の文化施設をめぐる行事を毎年
行なっています。ほかにも京都・宇治という立地を活かし、京都の
伝統産業体験や寺社・仏閣でのボランティアをしたりと、日本の
文化に親しむあらゆる活動を実施。卒業生は、世界中で活躍して
います。

Pick up!

● Japanese A Literature SL/HL
● Japanese B SL/HL
● English A Language & Literature SL/HL
● English B SL/HL
● Business Management SL/HL

● Economics SL/HL
● Global Politics SL/HL
● History SL/HL
● Biology HL
● Chemistry SL/HL

● Environmental Systems and Societies SL
● Physics SL/HL
● Math AA SL/HL
● Math AI SL
● Visual Arts SL/HL

コースカリキュラム例（2023年度入学生） 

※カリキュラムは，変更する場合があります。

IBとはInternational Baccalaureateの略で、日本語では国際バカロレアと訳されます。日本には日本

の教育プログラムが存在するのと同様に、世界にはその国独自の教育プログラムがありますが、国際バカロ

レアはさまざまな国で共通に行われている教育プログラムです。IBコースで所定の成績をおさめた生徒

は、国際バカロレア（IB）資格と日本の高等学校卒業資格の両方を取得できます。

学内外での行事や活動を通して、
知識や思考力、リサーチ力を習得

IB EVENTS
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Sports 02
柔道部 （部

員数6名）

男子バレ
ーボール

部 （部員数1
0名）

男子バド
ミントン部

 （部員数53名
）

男子バス
ケットボー

ル部 （部員
数29名）

剣道部 （部
員数27名

）

男子ハン
ドボール

部 （部員数3
5名）

女子バレ
ーボール

部 （部員数2
8名）

女子バド
ミントン部

 （部員数40名
）

女子バス
ケットボー

ル部 （部員
数25名）

水泳部 （部
員数7名）

※クラブ活動の運営形態は変更になる可能性があります

※本校には
プール施設

はございま
せん。

※本校には
プール施設

はございま
せん。
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